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関東マザーセンター（仮称）の建設に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、埼玉県に関東マザーセンター（仮称）を建設すること

を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

1. 建設の理由 

当社は 10年ビジョン「Iceco VISION 2030」において、フローズン事業の成長戦略として

徹底的な合理化と効率化の推進を掲げ取り組んでおります。その一環として、フローズン事

業の売上増加や、物流効率の改善を図るため、埼玉県に関東マザーセンター（仮称）を建設

することにいたしました。当センターには、当社初となる冷凍の立体自動倉庫の導入を予定

しており、以前より進めてまいりましたサテライト拠点の展開をさらに推し進めることが可

能となり、物流効率の改善や倉庫作業負担の軽減につなげてまいります。 

なお、今回の投資は、経済産業省の「中堅・中小企業の賃上げに向けた省力化等の大規模

成長投資補助金（１次公募）」の対象事業に採択されております。 

 

2. 関東マザーセンター（仮称）の特徴 

関東マザーセンター（仮称）を建設することで、物流の集約化を行い、持続可能な物流イ

ンフラとして、サテライト物流網を最大限に活かした取り組みを進めてまいります。関東近

郊にサテライト拠点を展開し、自由度の高い配送網の展開を目指します。 

また、当センターにはケース単位での保管、入出庫を自動で行う冷凍の立体自動倉庫の導

入を計画しております。従来、人の手で行っていた仕分け・ピッキングなどのアナログ作業

に対し、立体自動倉庫を活用した自動化を実現することで、労働環境の改善を図ると共に、

生産性を飛躍的に向上させ、10年ビジョン達成へ向けた取引拡大に対応してまいります。 

加えてホワイト物流の一環として、パレチゼーションへの対応も計画しており、物流業界

の課題解決にも取り組んでまいります。取扱量に関しては、月間 100 万ケースを想定してお

ります。 

 

 

 



3. 関東マザーセンター（仮称）の概要 

(1)  拠点名 関東マザーセンター（仮称） 

(2)  所在地 埼玉県 

(3)  敷地面積 約 9,500㎡ 

(4)  延床面積 約 3,900㎡ 

(5)  構造 鉄骨造 

(6)  投資総額 土地、建物及びマテハン機器合計 約 41億円（税別） 

(7)  資金計画 経済産業省の「中堅・中小企業の賃上げに向けた省力化等の

大規模成長投資補助金」の交付を受ける予定であり、残りの

資金については自己資金及び金融機関からの借入を予定して

おります。なお、調達を行う金融機関については現時点では

未定です。 

 

4. 日程 

取締役会決議：2024年８月 23日 

契約締結予定：2025年６月 

着工予定：2025年６月 

竣工予定：2026年 11月 

稼働予定：2026年 12月 

 

5. 今後の予定 

本件が、2025年３月期の業績に与える影響は現在算定中であり、公表すべき事項が生じた

場合には速やかに開示いたします。 

 

   



（参考）完成イメージ図 

 

 

 

 

 

以 上 


